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病原菌を手懐ける技法――近代日本における結核の発病予防

塩　野　麻　子＊

本報告は、結核の発病予防に関する言説を検討することで、近代日本における個人衛生の浸透を

考察するものである。

近代日本の結核予防に関する先行研究は公衆衛生の視点によるところが大きく、身辺の清潔や病

者の隔離を中心とした感染予防が探究の焦点となってきた。しかし Daidoji（2018）や北川（2021）
など近年の研究では結核と「体質」論との関わりも注目されるようになり、感染経路の遮断にとど

まらない結核予防の可能性が示されている。

これらの成果に示唆を得たうえで本報告は、近代日本で見出された結核の「発病予防」すなわち

結核の感染を前提に個人の体内で結核菌を統御することを目指した予防方法に関する言説を検討
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し、近代日本における疫病への個人衛生的対応の局面を明らかにすることが本報告の主旨である。

西欧では 20世紀初頭にツベルクリン反応が実用化され、結核は病原菌の感染が必ずしも発病に
帰結する疾病ではなくしかも「文明国」の人口の多くが成人になるまでに結核感染を経過すると考

えられるようになった。結核の感染と発病に関する「最新」の知識は同時期の日本にも伝わり、公

衆衛生的な対策とは別に、病原菌の感染を前提とした発病予防が模索された。戦前期には、一般向

けの結核書の普及とともに、発病予防の技法が一般の人々にも共有されるようになった。

本報告では、原栄『肺病予防療養教則 大改訂第 17版』（1921年）など複数の結核書の発病予防
に関する記述を紹介しながら、結核の発病予防がどのように共有されてきたのかを検討した。検討

から浮かびあがってきたことは、近代日本における結核の発病予防が体内に侵入した結核菌を病気

に対する「免疫」として手懐けることを目指していたことである。それは、次の 3点において、公
衆衛生的な対策とは質的に異なるものだった。

第一に、近代社会に生きる人々を潜在的な結核者とみなした。結核の感染は「成人」になるため

の通過儀礼へと、その意味を変えた。第二に、病原菌を体内に引き入れて初めて結核（菌）を統御

の対象にすることができると考えられた。感染予防は有効ではないどころか病気に対する行き過ぎ

た恐怖心を引き起こすものとして否定的にとらえられた。第三に、発病を防ぐ手立てとして身体的・

精神的「過労」すなわち過度の労働や勉学、房事過多、煩悶憂鬱など個人の行動や思考の「過剰」

さが重視された。そうした認識が、結核予防に精神医学や体質医学などが介入する契機をつくった。

これらを踏まえると、結核の発病予防、結核への個人衛生的な対応をめぐる言説は、個々人の身

体・精神のあり方に関心を向かせ、自己への配慮に邁進する不特定多数の「潜伏結核」者を産みだ

したということができる。

以上の検討を通じて本報告は、想像力を駆使してあたかも体内の病原菌を手懐けるように人間そ

のものを統御することが、行政などが進めてきた対策とは別に構想された、もうひとつの結核対策

だったことを指摘した。

本報告に対してはコメンテーターの鈴木晃仁氏より、近代日本における結核の発病予防から、一

度病原菌を甘受し「免疫」を獲得することに価値を置く新たな「健康」概念の出現を読みとること

ができるとご指摘いただいた。疫病への馴致を重視する考え方は、天然痘や黄熱など他の感染症の

歴史にも見出すことができるだろう。今後は、結核と他の感染症とを比較しながら、人間の病原菌

に対するはたらきかけの歴史的諸相をさらに探究したい。
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